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香粧品の歴史（生い立ち）

学会の設立と香粧品学会への衣替え

能 﨑 章 輔

History of Early Days and Reform of This Society

Fumisuke NOZAKI

1.　は じ め に

はじめに理念があった。1976年，学会設立に集った 11
人の男たちがいた。何によらずその生い立ちには必ず理
念があり，その前史がある。その時々の時代背景があり，
社会の要請があり，確執があり立ち去って行った人々が
いる。しかも物事はその立ち位置と視点，視座の違いに
よって見え方も意味合いも違ってくる。同じ物事を論じ
ているのに，焦点の当て方が違っているからである。
たとえば「77」を seventy-seven と音読すれば，昔懐
かしいテレビ映画を思いだす人も，アメリカの国道の
「Route 77」の看板を思い出す人もいるだろう。

77年と読めば，今年はウィンブルドンテニスで，77
年ぶりにイギリスが優勝した年であり，77歳ならば後
期高齢者，喜寿の祝いの年でもある。
社会も人の考え方も，振舞い方も時の流れとともに変
化する。時代と社会の変化，要請の変化との関連性で歴
史を読み解いていけば学会の意義が明らかになるであろ
う。その生い立ちの記録が，香粧品学会の未来への意義
を問い直すためのプロローグになれば幸いである。

「日本香粧品学会」をネット検索すれば，（旧香粧品科
学会）の文字が現れる。
なぜ，香粧品科学会ができたのか？
なぜ，化粧品ではなく香粧品だったのか？
なぜ，科学会だったのか？
なぜ，香粧品学会と名称変更したのか？

化粧品業界に籍を置く一人の技術者の立場から，与え
られた標記の課題に従って私が立ち会った学会の創設か
ら，さらに学会の革新まで，センチメンタルジャーニー
に流れることを抑制しながら，時代の背景，イメージと
先人たちの想いを記録にとどめることにする。
文字言語で言伝することは，思考言語を通して後の世
代に伝承することである。言葉の一つ一つにも心を配り

その意味するところを確認し，関連記録を照合しながら
語る必要がある。言葉の意味合いは時代ととともに変遷
するもので，ことばの歴史がそれぞれの時代のものの見
方，考え方の変化そのものを物語っている。香粧品学は
人間を問い続ける，人間学の基盤の上に成り立つ総合科
学である。

2.　社会情勢と学会発足の意味

1968（昭和 43）年日本の国民総生産（GNP）は 50兆円
を超え，西ドイツを抜いて世界 2位に躍り出た。高さ
147メートルの初めての超高層霞が関ビルが完成し，超
高層ビル時代の幕開けの年でもあった。経済大国として
高度成長を続けたが，1970年代にはいろいろと問題が
現れた。日本の GNPは深刻な公害 Gross National Pollu-
tionだと揶揄され，日本の貿易黒字の急激な増大は世界
からエコノミックアニマルと批判された。
企業環境にも大きな変化が現れ始めた。1967年国連
の「女性差別撤廃宣言」が採択され，結婚退職が当然の
ように行われていた，「職場の花は枯れないうちに生け
替えろ」とか「男尊女卑」という風潮に変化が現れた。
1966（昭和 41）年に男女の雇用の性差別が公序良俗に反
すると違憲判決が出され，東京高裁の和解勧告が成立し
たのも 1968（昭和 43）年であった。1970年代のウーマン
リブ運動から 1985年の「男女雇用均等法成立」まで，
現代では当たり前になった，女性の権利拡大という時代
背景があって，化粧品産業は飛躍的に発展した。
化粧品業界を取り巻く社会にもほころびが現れ，消費
者運動が盛んになり，一部の消費者運動家は化粧品を格
好のターゲットに活動を活発化し，それに加担する一部
の皮膚科医や化学者も散見されるようになった。メディ
アも「化粧品無用論」とか，「化粧品公害」などと造語
して紙面を賑わした。
そんな風潮の中で，1975（昭和 50）年には「化粧品 110

番」が大阪府地域消費者団体連絡会に開設された。1975
年は国勢調査の結果，第 3次産業就業者が 50％を初め
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